
市民の立場からの批判  

②危機管理として使えないワクチンを輸入するのはおかしい  

・厚労省広報担当官「危機管理対策として輸入するので、財  
源がある」  

・q．これは掛け捨ての保険だと言うわけですか。掛け捨てなら、  
輸入のものは買っても使わないという遮択肢もありますね。  
今は危機ではないですからね。危機はだれが判断するので  
すか」  

・A．厚労省広報担当官「危機はどこで判断するかは決まらて  
いません。輸入ワクチンを使わないかはわかりません。今後  
強毒化するおそれもあります。  

・q．「強毒化するほど変異したら、ワクチンは全く効かないじゃ  
ないですか」  

・私たちに言われて、厚労省の担当官が自己矛盾に気付いて  
いる？ありさまです。  

・輸入ワクチンの最終的な処矧こついての情報公開、責任追  
及はなされたのか？  

市民の立場からの批判  

③接種を受ける側にとっては  

なんの補償l羊もなっていない特別措置法  

・「新型インフルエンザ予防接種による健康被害  
等に関する特別措置法案」の補償とは名  

・警艶麗窮変哲野上の2類接種なみ認  
・認定されなければ裁判するしかない。仮に被  堂  

鮎響雛   ）メ‾力‾の損  
あ  

・公的接種がそもそも必要かの前提議論がない  

・効果判定がされずに公的接種に導入することは  
疑問  
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市民の立場からの批判  

④迅速かつ適切な対策をおこなうシステムへの転換  

はできるのか？  

・国は封じ込めが意味をなさないとわかった時点で、間違  
染症対策として、冷  

・それをしないまま、とうとう危機管理対策の名のもとに莫   

天蓋賢墓訳ぢ湧誓襲撃舘発いものを含む輸  
・′′なにがなんでも′、この状況を「危機」にしなければいけな   

特需も起こり（起こ  

・新型インフルエンザ特別措置法からインフルエンザ  

買茎宗き言開るための苧改正  

結びに代えて－：  

受ける立場にたつということ  

その制度に納得できるか？  

ゼロリスクではありえない。しかし、総合的l土考えて必  
要性に疑問のあるもの、暇庇あるもの、違法なものに  
より生命を奪われ身体障害を負い、家族を含めた生  
活を破壊された者を生じさせるのが予防接種制度。  

・うつる病気にどう対処するか？「良いものはやりたい、  
ただでやれる」ことが福祉ではない。理念なきばらまき  
ではだめ。（ex．子宮頸がんワクチンは必要か？）  

・マス±ミ報道も含めて、緊張関係を意識した議論と情  
報提供を要望します。  
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＜速報＞沖永良部島の知名町における新型インフルエンザA恨1NIpdm集団発生．．．1／1ページ  

（掲載日2010／6／3）  

＜速報＞沖永良部島の知名町における新型インフルエンザA／H1NIpdm集団発生  
一鹿児島県   

鹿児島県沖永良部島の知名町で、新型インフルエンザウイルス〟H叩1・Pdmが原因とされる集団発生を認めたのでそ  

の概要を報告する。   

2010年5月12日に、沖永良部島を管轄する保健所に、島内医療機関から「インフル工ンザ様疾患の患者が多数受診  

しており、迅速検査の結果、A型が確認されているので、新型インフル工ンザ集団感染ではないか」との情報提供があ  

った。当該保健所より行政検李として遺伝子検査の依頼が当センターにあったので、キの概要について報告する。   

鼻腔ぬぐい液10検体が搬入され、14日にリアルタイムRトPCRを実施した。結果は、10検体中9検体から新型インフル  

工ンザウイルスA／HINIpdrnの遺伝子が検出された。10人の症状や共通点は（表りのとおりであり、380c以上の高熱  

と、咳、鼻汁がほぼ全員に云忍められた。年齢層は6～56歳と幅があった。56歳の社会人以外は、全員、新型インフル  

工ンザの予防接種を接種済みであった。   

沖永良部島には、和泊町と知名町という二つの町があるが、今回発生が認められたのは知名町の住民であったこと  

から、限られた地域での集団感染が疑われた。5月18日には、同じく、知名町の小学校でインフルエンザ様疾患の集  

団発生があり、学年閉鎖の措置がとられている。14日に検査した患者の中にも、同小学校の生徒が4名含まれていた  

ことから、18日の集団発生も新型インフルエンザウイルスA／HNIpdmに起因した事例と思われた。感染経路は定か  

ではないが、沖永良部島の高校生が、沖縄中部において合宿し、帰島する船中で39℃の発熱があったとの情報を得  

ている。   

ワクチン接種者が多数感染していることから、遺伝子の解析などを行い、今後の発生動向に注草する必要がある。   

鹿児島県環境保健センター  

上村晃秀 御供田睦代 蓑田祥子 溝田まどか 吉圃謙一郎 藤崎隆司 佐久間弘匡 三谷惟章  

坦速報記事（ウイルス）のページに戻る  

ユ這！1速報記事（細菌）のページへ  

舶は尺埴血叫示撒蘭画碩押  

ホームへ戻る  

http：／／idsc．nih．gojp／iasr／rapid／pr3643．html  2010／06／14   




